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平成25年1月期（平成24年8月8日～平成25年1月16日）決算短信 
 

平成25年2月20日 
 

フ ァ ン ド 名 ＭＡＸＩＳトピックスリスクコントロール（10％）上場投

信 

上場取引所 東証 

コ ー ド 番 号 1574  

連 動対象指標 ＴＯＰＩＸリスクコントロール指数（ボラティリティ１

０％） 

 

主要投資資産 投資信託証券  

売 買 単 位 10口  

管 理 会 社 三菱ＵＦＪ投信株式会社 URL http://www.am.mufg.jp/ 

代 表 者 名 取締役社長  後藤 俊夫  

問合せ先責任者 商品ディスクロージャー部長  井上 靖 TEL (03)6250-4910 

 

有価証券報告書提出予定日  平成 2 5年  4月 1 5日

分 配 金 支 払 開 始 予 定 日  平成 2 5年  2月 2 2日

 

Ⅰ ファンドの運用状況 
 

１. 平成25年1月期の運用状況（平成24年8月8日～平成25年1月16日） 

 

(1)資産内訳   （百万円未満切捨て）

主要投資資産 
現金・預金・その他の資産

（負債控除後） 
合計（純資産） 

 

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

 百万円  ％ 百万円 ％ 百万円 ％

平成25年1月期 452 ( 100.2 ) ― ( -0.2 ) 451 ( 100.0 )

 

(2)設定・解約実績 

 
前計算期間末 

発行済口数(①) 
設定口数(②) 解約口数(③) 

当計算期間末 

発行済口数 

(①＋②－③) 
 千口 千口 千口 千口

平成25年1月期 ― 400 ― 400 

 

(3)基準価額 

 総資産 

(①) 

負債 

(②) 

純資産 

(③(①－②))

100口当たり基準価額 

((③/当計算期間末発行済口数)×100) 
 百万円 百万円 百万円 円

平成25年1月期 453 2 451 112,883 

 

(4)分配金 

 10口当たり分配金 
 円

平成25年1月期 40 

 

 

２. 会計方針の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無 

② ①以外の変更 無 
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Ⅱ 財務諸表等 
ＭＡＸＩＳトピックスリスクコントロール（10％）上場投信 

（１）【貸借対照表】 

（単位：円）

    
第 1 期 

［ 平成25年1月16日現在 ］

資産の部  

 流動資産  

  コール・ローン 1,650,353

  投資信託受益証券 452,280,258

  未収利息 3

  流動資産合計 453,930,614

 資産合計 453,930,614

負債の部  

 流動負債  

  未払収益分配金 1,600,000

  未払受託者報酬 57,503

  未払委託者報酬 344,977

  その他未払費用 397,501

  流動負債合計 2,399,981

 負債合計 2,399,981

純資産の部  

 元本等  

  元本 ※1  400,000,000

  剰余金  

   期末剰余金又は期末欠損金（△） 51,530,633

   （分配準備積立金） 31,752

  元本等合計 451,530,633

 純資産合計 451,530,633

負債純資産合計 453,930,614
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（２）【損益及び剰余金計算書】 

（単位：円）

  
第 1 期 

自 平成24年 8月 8日 
至 平成25年 1月16日 

営業収益  

 受取配当金 2,431,397

 受取利息 336

 有価証券売買等損益 51,498,881

 営業収益合計 53,930,614

営業費用  

 受託者報酬 57,503

 委託者報酬 344,977

 その他費用 ※1  397,501

 営業費用合計 799,981

営業利益 53,130,633

経常利益 53,130,633

当期純利益 53,130,633

一部解約に伴う当期純利益金額の分配額 －

期首剰余金又は期首欠損金（△） －

分配金 ※2  1,600,000

期末剰余金又は期末欠損金（△） 51,530,633
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（３）【注記表】 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 （1）投資信託受益証券 

移動平均法に基づき、時価で評価しております。時価評価にあたっては、投資信託

受益証券の基準価額で評価しております。 

  （2）投資信託受益証券以外の有価証券 

個別法に基づき、以下の通り原則として時価で評価しております。 

   ①金融商品取引所等に上場されている有価証券 

金融商品取引所等に上場されている有価証券は、原則として金融商品取引所等にお

ける最終相場で評価しております。 

   ②金融商品取引所等に上場されていない有価証券 

当該有価証券については、原則として、日本証券業協会発表の店頭売買参考統計値

（平均値）等、および金融商品取引業者、銀行等の提示する価額（ただし、売気配相

場は使用しない）または価格提供会社の提供する価額のいずれかから入手した価額で

評価しております。 

   ③時価が入手できなかった有価証券 

適正な評価額を入手できなかった場合または入手した評価額が時価と認定できな

い事由が認められた場合は、委託会社が忠実義務に基づいて合理的事由をもって時価

と認めた価額もしくは受託者と協議のうえ両者が合理的事由をもって時価と認めた価

額で評価しております。 

 

（貸借対照表に関する注記） 

 
 

第 1 期 

［ 平成25年1月16日現在 ］ 
  

※１ 期首元本額 ―

 期中追加設定元本額 400,000,000円

 期中一部解約元本額 

 

―

２ 受益権の総数 

 

400,000口

３ １口当たり純資産額 1,128.83円

 （100口当たり純資産額） （112,883円）
  
 

（損益及び剰余金計算書に関する注記） 

第 1 期（自 平成24年8月8日 至 平成25年1月16日） 

※１ その他費用 

上場費用および商標使用料等を含んでおります。 

 

※２ 分配金の計算過程  
 

 当期配当等収益額 A 2,431,733円

 分配準備積立金額 B ―

 配当等収益合計額 C=A+B 2,431,733円

 経費 D 799,981円

 当ファンドの分配対象収益額 E=C-D 1,631,752円

 収益分配金金額 F 1,600,000円

 次期繰越金（分配準備積立金） G=E-F 31,752円

 当ファンドの期末残存口数 H 400,000口

 100口当たり分配金額 I=F/H*100 400円

 

（金融商品に関する注記） 

１ 金融商品の状況に関する事項 

 

区 分 

第 1 期 

（ 自 平成24年 8月 8日 

至 平成25年 1月16日 ） 

１ 金融商品に対する取組方針 当ファンドは、「投資信託及び投資法人に関する法律」（昭和26年法律第198号）第２条

第４項に定める証券投資信託であり、有価証券等の金融商品への投資を信託約款に定める

「運用の基本方針」に基づき行っております。 

２ 金融商品の内容及び当該金融商品に

係るリスク 

当ファンドは、投資信託受益証券を実質的な主要投資対象としております。投資する投

資信託受益証券の詳細は「（４）附属明細表」に記載しております。投資信託受益証券は、

価格変動リスク等の市場リスク、信用リスクおよび流動性リスクに晒されております。 

  投資信託受益証券は、運用の効率化を図るために、株価指数先物取引を利用しておりま

す。当該デリバティブ取引は、価格変動リスク等の市場リスクおよび信用リスク等を有し

ております。 

  また、投資信託受益証券に係るデリバティブ取引の時価等に関する事項についての契約

額等は、あくまでもデリバティブ取引における名目的な契約額または計算上の想定元本で

あり、当該金額自体がデリバティブ取引のリスクの大きさを示すものではありません。 

３ 金融商品に係るリスク管理体制 ファンドのコンセプトに応じて、適切にコントロールするため、委託会社では、運用部

門において、ファンドに含まれる各種投資リスクを常時把握しつつ、ファンドのコンセプ

トに沿ったリスクの範囲で運用を行っております。 

また、運用部門から独立した管理担当部署によりリスク運営状況のモニタリング等のリ

スク管理を行っており、この結果は運用管理委員会等を通じて運用部門にフィードバック

されます。 
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２ 金融商品の時価等に関する事項 

 
区 分 

第 1 期 

［ 平成25年1月16日現在 ］ 

１ 貸借対照表計上額、時価及びその差

額 

時価で計上しているためその差額はありません。 

２ 時価の算定方法 （1）有価証券 

売買目的有価証券 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載しております。 

  （2）デリバティブ取引 

該当事項はありません。 

  （3）上記以外の金融商品 

上記以外の金融商品（コールローン等）は、短期間で決済され、時価は帳簿価額と

近似していることから、当該金融商品の帳簿価額を時価としております。 

３ 金融商品の時価等に関する事項につ

いての補足説明 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に

算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用

しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあります。 

 

（有価証券関係に関する注記） 

売買目的有価証券 

 第 1 期 

［ 平成25年1月16日現在 ］ 

種 類 当計算期間の損益に含まれた評価差額(円) 

投資信託受益証券 51,484,788

合計 51,484,788

 

（デリバティブ取引等関係に関する注記） 

取引の時価等に関する事項 

該当事項はありません。 

 

（関連当事者との取引に関する注記） 

該当事項はありません。 

 


